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アミロイドPET診断 

FDG-PET（脳機能）診断 

MRI（脳萎縮）診断 

臨床症状による診断 

アルツハイマー病の進展とアミロイド蓄積 研究目的と背景 

アルツハイマー病は発症する10年以上前から

脳にベータアミロイドという物質がたまることが
原因です。このアミロイドを画像で検出できる
アミロイドイメージングという技術を実用化し、
根本治療法や発症予防法の開発に役立てま
す。 

研究成果 

1. 全国20の施設で統一した検査法によるアミ
ロイドイメージングができるようになりました。 

2. 技術的な改良を行い、高品質、高感度の画
像が撮影できるようになりました。 

3. 健常者や物忘れの段階でベータアミロイド
蓄積がとらえられるようになり、発症予測実
用化のための基礎データ蓄積を行いました。 

検査法と診断可能な時期を示す 



高感度プロトコル 

視野外ノイズ軽減による高品質画像 

遮蔽なし（従来法） 

遮蔽あり（開発） 

従来法 開発法 

研究成果 

期待される成果・今後の展望、社会に与える影響等 

（用語） アミロイドイメージング 

アミロイドイメージングが実用化することにより、アルツハイマー病の超早期治療法、
発症予防法の開発が促進され、認知症克服に向けて大きく前進することができます。 
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健常者 軽度認知障害 アルツハイマー 

１．アミロイドイメージングの標準化と普及 ２．技術的改良 ３．各臨床区分のアミロイド陽性頻度とアポE 

アポE４はアミロイド蓄積を促進する 

ベータアミロイドに結合するPiBまたはBF227と

いう化合物を静脈注射し、ＰＥＴという装置で撮
影することで脳に蓄積したアミロイドを画像とし
て見ることができます。 

PiBによるアミロイドＰＥＴ画像 
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